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し上げます．また，パイロットバルーンの四点観測は，

川崎市，横浜市，横須賀市，および神奈川県の協力のも

とに行われたものであり，観測に参加された皆様に深く

感謝の意を表します．最後に本研究を行うにあたり，御

指導いただいた神奈川県公害セソターの氷見部長，才木

科長，調査に参加していただいた大気科の皆様に心から

御礼申し上げます．
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吉野正敏編著・陳　国彦訳

　中国の雨と気候
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　中国の気象学者のすぐれた研究の一端は，これまでも

他国の雑誌に掲載された論文やacademica　Sinicaの英

文の論文集などによって，知られていたし，かって日本

気象学会外国交流委員会によって，直接紹介されたこと

もある．しかし近年とくに中国の学術雑誌の入手が困難

であった上に，中国語の知識のある研究者がわが国に少

ないことも重なって，隣国でありながら，中国の気象学

の研究がわが国には，余り知られていないし，したがっ

て論文に引用されることも珍しいというのが実状であ

る．しかも，中国の印刷気象資料も入手に困難の多い現

状では，中国の気象関係の研究成果の紹介は切実な問題

ともいえるであろう．

　本書は陳国彦氏（シソガポール大学助教授）という日

44

本語に堪能な気候学者が，吉野教授と協力して，1965年

ころまでの中国の重要な気候関係の論文15編を翻訳した

ものと，中国の気候の研究のレビューとから成ってい

る．

　後者は，本書の第1部として吉野教授の執筆で，本書

に訳出されなかった多くの論文の紹介をかねてまとめら

れている．前者は，本書の主要部を占めていて，大気大

循環と気候（3），水蒸気輸送（3），梅雨（3），気候

変化（4），気候区分（2）（括弧内は収録されている論

文数）に分れている．たとえば大気大循環の論文は，徐

淑英・許孟英：大気の活動中心と夏季の江准流域におけ

る持続性の湿潤と乾燥，章名立：盛夏の中国東部におけ

る熱収支の一計算例，郭其纏：中国において夏の季節風

が卓越する時期の物理量輸送の分析が載っている．また

梅雨の章には，高由禧・徐淑英：東アジアの季節風の進

退および雨季の始まりと終わりという論文が入っている

のを見てもわかるように，季節風の問題を扱う上にも有

益な論文が含まれている．紙面の関係で内容を詳しく挙

げることは，できないが，学問的にも資料的にも貴重な

論文が掲載されている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河村　武）
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